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 「防災隣組の編成」 

          （浜松市小松八幡自主防災隊）   

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料 
 「自主防災だより」防災委員作成 

小松八幡自主防災隊は世帯数 422 世帯、37
の班から構成されている。 
市街地から北北東へ約 12ｋｍ離れた浜松

市浜北区の南部に位置し、西には二級河川の

馬込川が流れる。 
人口の約 25%を高齢者が占めているが、

最近では新興住宅地としての開発が進んで

おり、子育て世代の移住が増えつつある。 

○ 小松八幡自主防災隊では、防災対策の

中で「自助」、「共助」、「公助」に続き、

「近助」：隣近所で助け合うことを提

唱しており、有事の際、確実な安否確

認や情報伝達が実施できるよう、平成

23 年度から３～５世帯、20 人前後の

「防災隣組」を編成し、毎年、安否確

認訓練を実施している。訓練は昼間だ

けではなく、夜間にも実施しており、

最近では希薄になりつつある近所付

き合いについて、少しずつではある

が、顔の見える関係づくりが構築され

つつある。 
○ ３人の防災委員の中には、防災士、災

害ボランティアコーディネーターの

講座を受講された熱心な方がおり、防

災訓練時には、自ら講師となり自主防

災講座を実施し、非常食、飲料水、簡

易トイレなどの備蓄を行うよう住民

に促している。 

（キャプション） 

特徴ある活動 

自主防災組織の概要 






